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道南地区青年部 ポリシーブック 2016 

 

課題（題目）：農業人口が減少し続けている中で、担い手として何ができるか。 

① ねらい 
・農林業センサスを用いた北海道農業・農村の動向予測によると、10 年後には農家人

口は 10 万人を下回り、2010 年時点と比較すると約半数になる見込みである。農家の

減少と共に空家や遊休農地が発生し、農業が基盤産業である地域では、過疎化によ

り生活の基盤が崩壊しかねない状況にある。このような中、我々青年部が将来に向

けて何ができるのかを模索して行動する。 

② 現場の現状 
・農業者人口の減少→担い手不足、離農者の増加 
・高齢化、人口減少による人手不足、後継者の不在 

→「耕作放棄地の発生・条件悪い圃場の引き受け手がいない」 
→1 人当たりの経営面積が増える 

・労働力不足、雇用者の確保が困難 
→10 年後パート高齢化 
→10 年後はそこまで変わらないが 20 年後はどうなっているか分からない。 

③ 考え方 
・町としても農業人口（戸数）維持は重要 

→集落営農による助け合い、派遣会社の設置、通年預託 
作業の効率化：若松ポークマンの取り組み(農場 HACCP) 
新規就農者の受入体制の整備 

 ・農業の魅力を PR し新規就農者を増やす 
→儲かる話、子どもの頃からの意識改革：農村ホームステイ等による農作業体験、

食農教育の実施、地産地消の推進 
・労働力の確保 
→法人化によるパートの雇用、「若手中心で仕事している」という広告による若い働

き手が集まりやすい環境、雇用側（農家）の姿勢も重要（対応方法）、人の使い方

を見直す（言葉使いなど）、夏期に学生をバイトとして募集（空き家をリフォーム

して宿舎とした→併せて家庭教師もやってもらったり…）、ハローワークに短期で

労働者を募集する、大農でパート研修、派遣社員の活用（…給料高い）、畑作版ヘ

ルパーの導入、外国人実習生の受入、花嫁対策。 
 ・作業の効率化 
  →機械化、無人田植機（GPS）、法人化・機械の導入で省力化 
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④ 個人・青年部で取組むこと 
・面積維持するため、今の内に基盤整備を行う。 
・温室などの設備整備を行う（先進地を参考にした整備）。 
・農村ホームステイの取り組み、食農教育の実施、地産地消の推進への協力 
・近隣単組との交流（作物別） 
・作物別分科会の開催 
・各地区の先進的な作業の様子をビデオで撮影し研修会で見る 
・経営に繋がる勉強会の開催 
・ポリシーブックなどを有効的に活用する 

 
【地区青協に期待すること】 

・一般部員の声を吸い上げ、上の組織とのパイプ役となる。 

⑤ ＪＡとして行うこと（行って頂きたいこと） 

・行政と地域の連携を良くする。 
・農業系大学に求人を出す。 
・農協で花嫁対策に予算付けをして欲しい（婚活対策）。 

⑥ 行政へ要請すること 
・畜産クラスター等で予算を引っ張るための訴えかけ。 
・最先端技術の導入に対する助成（作業の効率化） 
・労働力確保対策として、新規就農者への支援：資金面での支援・技術面での支援。

・ハード面での補助政策。個人向けの基盤整備制度を作って欲しい。 

⑦その他（上記に当てはまらない事項等） 
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課題（題目）：今後の青年部活動について 

① ねらい 
・青年部活動への参加者が減少しつつあり、組織活動が弱体化している。この現

状を打破し、我々青年部が組織力を発揮し続けるため、将来に向けてどのよう

な活動を行うべきか模索する。 

② 現場の現状 
・部員間にモチベーションの差がある。 
→青年部活動への参加率の低下、仕事はするが閉鎖的な部員が多い、青年部の

役割が十分に理解されていない 

③ 考え方 
・青年部として人を育てる意識作りが重要。 

④ 個人・青年部で取組むこと 
・入ってもらえるように声掛け 
・人間関係作り、まずは身近な人から 
・不参加者へのアプローチ継続 
・青年部事業に参加する「メリット」を PR する 
・情報交換の場や新規就農者の話し合いの場を設ける 
・作目別サークルを結成し儲かる話を協議する 

 
【地区青協に期待すること】 
・出席率を上げる取組み 
・アンケートによる地元の意見の吸い上げ 
・4 単組が 1 つになれるイベントの開催（マルシェ等） 
・儲かる話、FP やライフプランナーによる講演会の開催。 
・意見交換会の開催等、集まる場の提供。 

⑤ ＪＡとして行うこと（行って頂きたいこと） 

・青年部事業への支援（人・もの・金銭面） 

⑥ 行政へ要請すること 
・上記⑤と同じ 

⑦その他（上記に当てはまらない事項等） 
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【 ＭＥＭＯ 】 
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に
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、
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等
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省

略

地
区

名
道

南
地

区

課
　

題
今

後
の

青
年

部
活

動
に

つ
い

て

着
地

点
盟

友
の

求
め

る
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ど
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h
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ど
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ど
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ど
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又
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。
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ど
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実
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、
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。
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。
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に
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迎
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